
　

第
十
七
回
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品
募
集
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
大
変
多
く
の
作
品
を
応
募
し
て
頂

き
ま
し
た
。
画
家
の
長
谷
川
清
氏
と
写
真
協
会

の
宮
下
一
夫
氏
の
お
二
人
に
審
査
を
し
て
頂

き
、
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

加
賀
市
長
賞
、
加
賀
市
教
育
委
員
会
賞
、
深

田
久
弥
山
の
文
化
館
賞
各
一
点
と
、佳
作
十
点
、

入
選
十
三
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
入

賞
作
品
は
九
月
二
十
四
日
（
土
）
か
ら
十
月
十

日
（
月
）
ま
で
深
田
久
弥
山
の
文
化
館
聴
山
房

で
展
示
さ
れ
ま
す
。

よ
り
待
望
の
資
料
文
献
室
「
九
山
山
房
」
が
完
成
し

た
こ
と
が
大
き
な
成
果
で
あ
る
。
一
万
点
を
超
え
る

書
籍
、
資
料
を
手
に

取
っ
て
見
る
こ
と
が

出
来
る
国
内
有
数
の

施
設
と
な
っ
た
。
ま

だ
ま
だ
、
整
理
な
ど

が
必
要
な
部
分
も
あ

り
、
検
索
方
法
の
改

良
も
必
要
な
の
だ
が
。

　

二
十
年
の
歩
み
を

振
り
返
る
写
真
展
が
、

十
月
二
十
二
日
よ
り

年
末
ま
で
聴
山
房
で

開
催
さ
れ
る
。

　

令
和
四
年
十
二
月
二
十
三
日
は
、
平
成

十
四
年
十
二
月
二
十
三
日
に
山
の
文
化
館
が

開
館
し
て
か
ら
二
十
一
年
目
の
節
目
の
日
で

あ
る
。
正
面
の
大
イ
チ
ョ
ウ
、
ス
ダ
ジ
イ
、

タ
ブ
、
ク
ス
ノ
キ
な
ど
の
大
木
に
囲
ま
れ
た

周
り
の
風
景
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
。
し
か

し
、
進
化
し
続
け
る
施
設
で
あ
り
た
い
と
い

う
願
い
は
少
し
ず
つ
達
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
よ

う
で
あ
る
。
開
館
当
時
の
閑
散
と
し
た
石
蔵

展
示
室
は
展
示
ケ
ー
ス
が
増
設
さ
れ
形
を
成

し
、
映
像
装
置
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

廊
下
に
は
百
名
山
す
べ
て
の
写
真
が
、
百
名

山
の
配
置
地
図
と
と
も
に
展
示
さ
れ
た
。
何

加賀市ふるさとの自然ふれあいコンクール 入賞作品決まる
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オープニングセレモニー（平成四年十二月二十三日）
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錦
城
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信
州
大
学
中
央
図
書
館
に
山
岳
文
献
の
一
大
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。
そ
の
名
を
「
小
谷
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
」
と
呼
ぶ
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
蒐
集
者
小
谷

隆
一
氏
の
著
作
を
集
め
た
『
山
な
み
帖　

そ
の
後
』

と
題
す
る
一
冊
が
あ
る
。
旧
制
松
本
高
校
卒
業
時
の

寄
書
き
帖
の
思
い
出
か
ら
始
ま
り
、
登
山
や
、
文
献

に
関
す
る
も
の
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
最
後
に
収
録

さ
れ
て
い
る
「
山
書
の
楽
し
み
」
と
題
す
る
文
章
に

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
対
す
る
氏
の
熱
い
想
い
が
綴
ら
れ

て
い
る
。

　

先
日
、『
山
岳
展
望
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
木

曽
駒
ヶ
岳
」
の
文
中
に
「
駒
ヶ
岳
が
そ
の
ピ
ラ
ミ
ダ

ル
な
頭
を
出
し
た
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
が
、
そ
の

ピ
ラ
ミ
ダ
ル
な
姿
を
見
た
い
と
木
曽
駒
ヶ
岳
に
行
く

方
に
同
行
し
た
。
山
か
ら
帰
っ
て
か
ら
こ
の
文
章
に

対
応
す
る
地
形
図
「
赤
穂
」
と
「
上あ
げ
ま
つ松
」
を
出
し
て

み
た
。
こ
れ
ら
は
地
勢
図
「
飯
田
」
の
二
番
と
六
番

で
あ
る
。
こ
の
二
枚
に
わ
た
っ
て
赤
鉛
筆
の
線
が
引

か
れ
て
い
る
。
そ
の
ラ
イ
ン
は
将し
ょ
う
ぎ
が
し
ら
や
ま

棊
頭
山
か
ら
木

曾
駒
ヶ
岳
を
経
て
木
曽
谷
の
上
松
へ
と
引
か
れ
て
い

る
。

　

こ
の
文
章
は
「
伊
那
谷
と
木
曽
谷
と
を
屏
風
の
よ

う
に
仕
切
っ
て
、
蜿え
ん
え
ん々
と
連
な
っ
て
い
る
木
曽
山

脈
・
・
・
」
と
始
ま
っ
て
い
て
、
人
文
的
、
地
勢
的

な
木
曽
山
脈
の
解
説
が
続
く
。
そ
し
て
、
紀
行
部
分

は
「
六
月
二
十
三
日
（
注
）
の
朝
八
時
頃
、
僕
と
谷

口
豊
三
君
は
伊
那
電
鉄
の
伊
那
町
入
船
駅
で
降
り

た
。」
と
始
ま
り
、
小
黒
川
の
内
ノ
萱
か
ら
大
芹
沢
、

大
樽
小
屋
、
将
棊
頭
山
と
辿
る
の
だ
が
、
そ
の
間
に

は
「
大
芹
沢
」
と
い
う
三
文
字
の
書
込
み
が
あ
る
だ

け
で
あ
る
。
そ
の
日
は
、
将
棊
頭
山
の
伊
那
小
屋
に

泊
ま
っ
て
い
る
。翌
日
は
赤
鉛
筆
の
ラ
イ
ン
の
通
り
、

将
棊
頭
山
か
ら
木
曾
駒
ヶ
岳
に
行
き
、
そ
こ
か
ら
中

岳
を
経
て
宝
剣
岳
を
往
復
し
て
い
る
。
木
曽
駒
ヶ
岳

山
頂
に
戻
る
と
ち
ょ
う
ど
晴
れ
渡
り
、
写
真
撮
影
と

周
り
の
山
の
展
望
を
楽
し
ん
だ
あ
と
下
山
し
た
。
し

か
し
、
木
曽
駒
ヶ
岳
か
ら
上
松
へ
の
下
り
は
、
膝
の

具
合
が
悪
く
な
り
難
渋
し
た
よ
う
で
あ
る
。

（
注
）
こ
の
山
行
は
昭
和
十
一
年
六
月
で
あ
る
。

編
集
後
記
〜

　
異
常
に
暑
く
不
順
な
夏
で
し
た
。
秋
と
は
言
え
、
ま
だ

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
も
う
す
ぐ
イ
チ
ョ
ウ
の
黄
葉

の
季
節
で
す
が
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
枝
に
は
大
変

多
く
の
実
が
つ
い
て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
ギ
ン
ナ
ン
の
季

節
で
す
。

久
弥
と
五
万
分
の
一
地
形
図
と
赤
鉛
筆
と

そ
の
19
　

各種お知らせ詳細はホームページをご覧下さい
深田久弥山の文化館ホームページ　http://www2.kagacable.ne.jp/~yamabun

こ
の
一
冊

ピラミダルな木曽駒ヶ岳
（馬の背付近より）

　

＊
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い

 

十
月
二
十
一
日
（
金
）

　『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
光
岳
」

　

 

十
一
月
二
十
五
日
（
金
）

　『
日
本
百
名
山
』
よ
り
「
白
馬
岳
」

　●
場
所
＝
深
田
久
弥
山
の
文
化
館

●
時
間
＝
午
後
一
時
半
よ
り
三
時

●
読
書
会
の
お
誘
い

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
の
中
で
、
聞
こ
う
会

は
リ
モ
ー
ト
で
二
会
場
形
式
に
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
（
聴
講
無
料
）

　

午
後
一
時
半
よ
り
三
時

　

深
田
久
弥
山
の
文
化
館
聴
山
房 

他

『
日
本
百
名
山
』
な
ど
深
田
久
弥
の
作
品

を
読
ん
で
、
山
や
そ
の
自
然
、
文
化
に
つ

い
て
語
り
あ
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
下
さ
い
。　
　
　
　
　
（
参
加
無
料
）

●
聞
こ
う
会
予
定

■
十
月
十
六
日
（
日
）

演
題
：
自
然
解
説
に
お
け
る
雑
学
（
科
学
）

講
師
：
奥
名 

正
啓 

氏
（
自
然
解
説
員
研
究
会
会
長
）

　
■
十
一
月
二
十
日
（
日
）

演
題
：
福
井
ゆ
か
り
の
作
家
と
山
の
文
学

講
師
：
岩
田 

陽
子 

氏

　
　
　
　
（
福
井
県
ふ
る
さ
と
文
学
館 

学
芸
員
）

　
■
十
二
月
十
八
日
（
日
）

演
題
：
加
賀
市
の
絶
滅
危
惧
植
物

講
師
：
山
田 

利
明 

氏


